
自衛隊-靖国参拝と琉球弧(南西諸島)
へのミサイル配備

写真左 2023年3月16日開設した陸自・石垣駐屯地
写真右 日米共同の負傷兵大量治療訓練 2023年2月19日大分県・日出生台演習場

(左 米海兵隊員、右 陸自隊員)
2024年3月22日 カトリック正義と平和協議会   木元茂夫



靖国神社宮司に元海将の大塚海夫氏就任

• 1960年生まれ。東京都出身。暁星小学校、暁星中学校・高等学校を経て、1983年（昭和58
年）3月、防衛大学校機械工学科（第27期）を卒業後、海上自衛隊に入隊。1997年（平成9
年）ジョンズ・ホプキンズ大学ポール・H・ニッツェ高等国際関係大学院修了、国際公共政策
学修士。 靖国神社の宮司になるような経歴は見当たらないが

• 2010年（平成22年）12月20日：練習艦隊司令官

• 2011年（平成23年）12月1日：海上幕僚監部指揮通信情報部長

• 2014年（平成26年）10月14日：自衛艦隊司令部幕僚長

• 2015年（平成27年）8月4日：海将に昇任、海上自衛隊幹部学校長

• 2017年（平成29年）12月20日：第9代 情報本部長

• 2019年（令和元年）12月20日：退官

• 2020年（令和2年）9月16日：ジブチ国駐箚特命全権大使

• 2023年（令和5年）11月21日：在ジブチ特命全権大使を離任

• 2024年（令和6年）4月1日：靖国神社宮司に就任予定
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防大生の靖国
神社参拝も行
われている

• 自衛官護国神社合祀事
件

• 原告の夫であった自衛隊員は1968
年1月12日、公務中に発生した交
通事故で殉職した。

• 葬儀は仏教式で行われたが、原告
の女性Xは従来から信仰してきた
キリスト教の教会に夫の遺骨の一
部を納め、故人を追悼した。

• 自衛隊員のOB組織である、社団法
人隊友会山口県支部連合会（以下
「県隊友会」）は、以前からの慣
習として殉職した山口県出身の自
衛隊員を山口県護国神社に合祀し
ていた。

• 1988年最高裁判決



1988年最高裁判決
木原防衛大臣の「事務次官通達見直し」発言

• 被上告人は、本件合祀申請によりＸの合祀がされ、法的利益を侵害された旨を主
張するが、合祀は神社の自主的な判断に基づいて決められる事柄で、本件合祀申
請は合祀の前提としての法的意味をもつものではないことは前記のとおりである
から、合祀申請が神社のする合祀に対して事実上の強制とみられる何らかの影響
力を有したとすべき特段の事情の存しない限り、法的利益の侵害の成否に関して、
合祀申請の事実を合祀と併せ一体として評価すべきものではないというべきであ
る。

• そうであつてみれば、本件合祀申請が右のような影響力を有したとすべき特段の
事情の主張・立証のない本件においては、法的利益の侵害の成否は、合祀それ自
体が法的利益を侵害したか否かを検討すれば足りるものといわなければならない。

• また、合祀それ自体は県護国神社によつてされているのであるから、法的利益の
侵害の成否は、同神社と被上告人の間の私法上の関係として検討すべきこととな
る。



防衛省内慰霊碑地区 2017年3月見学



慰霊碑地区
• 中央下の球の上に載って
いる鳥は、「平和の象徴
のハトです」と説明が
あった。

• 2023年10月の追悼式で
は新たに26人の殉職隊
員が加わり、1950年の
警察予備隊発足から数え
ると2080人の隊員(陸自
1122人、海自490人、空
自437人、機関31人)が
殉職しています。





転換点となった2021年
英空母クイーンエリザベスの横須賀入港 21年9月4日





高機動ロケット砲システ
ム・ハイマースを
沖縄から八戸へ空輸

• 【領域横断作戦と機動展開前進基地作戦（ＥＡＢＯ）を
踏まえた連携 ～レゾリュート・ドラゴン２１～】

• ※ EABO:Expeditionary Advanced Base Operations

• 令和３年１２月４日から同年１２月１７日の間、東北方
面隊を担任部隊として令和３年度国内における米海兵
隊との実動訓練「レゾリュート・ドラゴン２１（ＲＤ２１）」が、
東北の王城寺原演習場を主体として、八戸駐屯地、岩
手山演習場、霞目駐屯地、そして北海道の矢臼別演習
場において実施されました。

•  本訓練には、陸上自衛隊から東北方面隊の第５普通
科連隊等の人員約１，４００名、米軍から第３海兵機動
展開部隊の第４海兵連隊等の人員約２，６００名が参
加し、令和３年度に米海兵隊と国内で実施した最大規
模の実動訓練となりました。



日米共同対艦戦闘訓練を初めて実施-三沢沖
対艦ミサイルで沖合の艦艇を、ハイマースで上陸してきた相手国の部隊を攻撃



海自の大型揚陸艦が宮古
島にミサイルを搬入した。
2021年11月14日



ミサイルの搬入に抗議する宮古島の人々



22年7月 環太平洋合同軍事演習
■自衛隊の訓練の特徴その2－日米共同対艦攻撃

横須賀から「いずも」出港、横浜NDから地対艦ミサイル部隊をハワイへ輸送

陸自は12式地対艦ミサイルの実弾を発射、
洋上の退役艦艇を撃沈する訓練に参加
中国の艦艇を攻撃することを想定した訓練

横須賀基地前での抗議行動 6月13日

写真右 対艦ミサイルを撃ち込まれて炎上
する艦艇(US.NAVY)



22年11月 自衛隊統合演習
ヘリ空母「いずも」から水陸機動団を揚陸させる



強襲揚陸艦トリポリに着艦するオスプレイ



鹿児島県の馬毛島－島全体を自衛隊基地に
空母艦載機のFCLPを25年から実施



「台湾有事」が勃発する可能性は極めて低い
2024年1月の台湾総統選の結果と、その後の対外政策に

●中華人民共和国の国連加盟(1971年)
アルバニア提出決議案(中国招聘・国民党政府
追放)の国連総会での採択結果
賛成76 反対35 棄権17 無投票3

●台湾 人口2320万人少子高齢化で減少中
澎湖、金門・馬祖、東沙島、南沙諸島太平島

●台湾の軍隊 総兵力16万人
「海軍陸戦隊を含めた陸上戦力が約10万人で
あり、このほか、有事には約166万人予備役兵
力を投入可能」(「令和3年版防衛白書」)

●最大企業 台湾積体電路製造(TSMC)
世界最大の半導体受託製造メーカー
アリゾナ工場2024年完成、南京工場2018年
から稼働

(太田泰彦『2030半導体の地政学』)

参考 野嶋 剛『台湾とは何か』ちくま新書 2016年
岡田 充   海峡両岸論(WEB SITE 毎月更新)



4月21日 フランス領ポリネシア駐屯軍
フリゲート艦プレリアル横須賀入港-4月8‐9日台湾海峡通過

●フランス海軍太平洋

管区司令官ダンディニ
エ海軍少将の発言

「台湾海峡を通過する
ことは挑発ではなく、国
際法にのっとった通常
の航行です。妨害行為
はなかった。中国軍の
艦艇、航空機が監視し
ていた」



フランス領ポリネシアとソロモン諸島
駐屯軍と海自の共同訓練増加

人口 約28万人

駐屯軍 約1500人
海兵連隊 約900人
海軍 約600人

オーストラリアと日本は
22年1月、相互アクセス
協定を締結し、日米豪の
共同訓練が増えている。

ソロモン諸島
(地名ではなく国名
です)
人口 約67万人

22年4月
中国と安保協定締
結。米国激烈反応
ガダルカナル島は
アジア太平洋戦争
の激戦地
日米両軍の残した
不発弾で今も死傷
者がでている。



核兵器搭載能力を持つラファール戦闘機
原子力空母シャルル・ド・ゴールとヘリ空母「いずも」

「シャルル・ド・ゴール」の艦
載戦闘機ラファールMは、
熱核弾頭を搭載するミサイ
ル「ASMP-A」の運用能力
を備えています。ASMP-A
は、2010（平成22）年から
ラファール戦闘機への搭載
が開始された、
射程600kmを誇る超音速
巡航ミサイルで、敵の防御
をすり抜けて目標へ正確に
命中する能力を有する、と
言われています。



横須賀に配備されている原子力空母は、毎年1月～4月に原子炉の
周りを含むメンテナンス作業を行い、放射性廃棄物の入ったコンテ
ナを搬出している。

2024年
原子力空母レーガンは、
再びワシントンに交替の
予定



米・インドネシア合同演習
ガルーダシールドに
陸上自衛隊・第1空挺団
が初参加

空挺降下の場所は、アジア太平洋
戦争で旧日本陸軍が行った
パレンバン降下作戦の場所に近い
(1942年2月14日)

マラッカ海峡、スンダ海峡、ロン
ボック海峡、など海上交通の要衝
に近い

バトゥラジャ演習場において 空挺降下及び降下に引き続く地上戦
闘訓練を実施しました。(陸自FBより)    2022年８月

https://www.facebook.com/hashtag/%E7%A9%BA%E6%8C%BA%E9%99%8D%E4%B8%8B?__eep__=6&__cft__%5b0%5d=AZXnu8-y2-kSHtP-_I0hMLb4wczqR0GFCkUG6Gnv6h0aVkRAZprzCHUq6Su2taiHdIiepSQ8HR1syuB-PDydR9pLoyNR_b54ZN7ggl74EWR71Y-KFjSTsGL8Rk8G-nWwKeoKDIGnzkb2LV94ZVESS0jY0xlLfdWo5_voiKTHpwT4Kw&__tn__=*NK-y-R


米インド太平洋軍司令官も
ガルーダ・シールド演習を視察

サングラスの男性は、ジョン・アキリーノ
米インド太平洋軍司令官 在日米軍上部組織

(司令部ハワイ、海軍大将)、
21年3月23日 米上院
「中国は台湾を軍事的に圧倒することを目的
に兵器やシステムを急速に増強しており、６年
以内に軍事行動を起こす可能性がある」

バイデン米政権がインド太平洋地域で米軍の
作戦拠点を拡大している。太平洋島しょ国の
3カ国と1兆円近くの経済支援をテコに軍事
協力を深め、米領グアムやフィリピンにも部隊
を分散させる。中国に対処するため太平洋で
防衛線を張る。
米インド太平洋軍のジョン・アキリーノ司令官
は20日、上院軍事委員会の公聴会で中国を
念頭に「インド太平洋で戦争は不可避ではな
い。差し迫って.. 23年4月21日「日経」

左はインドネシア国軍のペルカサ司令官。

「当軍は国益の保護を達成することを目的として尽力し、
可能な限り協力を図り、そして必要に応じて自由で開か
れたインド太平洋を維持するために立ち向かう構えであ
る」 (21年4月30日司令官就任式で)



ガルーダシールド2022に日本が初参加
2023年も実施と陸上幕僚監部は発表

8月1日から14日まで行われたこの年次訓練で行われた初の活動はこれにとどまらない。

今回の「ガルーダ・シールド2022」は、その規模から「スーパー・ガルーダ・シールド」と呼ばれ、

オーストラリア、日本、シンガポールが初参加。

• インドネシア国軍の司令官であるアンディカ・ペルカサ大将（Gen. Andika Perkasa）と米国太平洋陸軍
（USARPAC）の司令官、チャールズ・A・フリン大将（Gen. Charles A. Flynn）が率いてバトゥラハ戦闘演習
センターにて開始された演習には、4,300人以上の要員が参加。インドネシアと米国のほか、演習には、オース
トラリア、フランス、日本、マレーシア、ニュージーランド、パプアニューギニア、シンガポール、韓国、東ティモール
を含む12か国が加わり、カナダ、インド、英国がオブザーバーとして参加した。

• ガルーダ・シールドでは海上作戦も重視し、インドネシア、シンガポール、米国の軍艦が初めて合同で演習を実施
した。

• フリン司令官は演習の開始にあたり、「我々がこのように一緒にいるとき、我々はより強くなる」と述べ、「チー
ムワーク、相互運用性、そして自由で開かれたインド太平洋を守り、法治に基づく秩序を維持しようとする国家
群としての結束を示す重要な機会」だと呼びかけた。



陸自は陸上総隊の幕僚長も参加していた
パラシュート降下部隊(第1空挺団)だけではなく、陸自全体の動きに

インドネシアの兵士に空挺徽章を付ける
左 米太平洋陸軍司令官 フリン大将
中 陸上総隊幕僚長 牛島陸将

ガルーダ・シールドでは、武器の相互運用
性と現場での調整、衛星のサポートと識別、
敵味方システム、ジャングルでのサバイバ
ルと都市地形訓練など、さまざまな活動と
能力に焦点を合わせた訓練のほか、水陸
両用作戦や飛行場奪取訓練も実施された。

INDO PACIFIC DEFENCE FORUMより



米軍、フィリピンに新たに4拠点を確保

• ロジコ大佐は、「船の撃沈は、作戦レベルで相互運用が可能である

ことを証明するための手段に過ぎない」と語った。 さらに、「我々が

実証しようとしているのは、戦闘態勢が整っていること、そして、陸・

空・海から目標に合わせた攻撃を行う能力があることだ。 

いかなる演習も、戦闘態勢を証明するものだ」と言葉を続けた。

• 指揮所演習、サイバー防衛演習、実地訓練演習、人道市民支援の

4大イベントの実施が予定されている。

•  また、パトリオットミサイルやアベンジャー防空システムの実弾発射

や、中国が人工地盤に軍事拠点を築いているパラワン州沖で敵に奪

われた島を奪還する模擬作戦も実施される予定だ。

• INDO PACIFIC DEFENCE FORUMより ファイアリークロス礁(中国軍基地)

https://www.msn.com/ja-jp/news/world/%E7%B1%B3%E8%BB%8D-%E5%8F%B0%E6%B9%BE%E8%BF%91%E3%81%8F%E3%81%AB%EF%BC%93%E6%8B%A0%E7%82%B9-%E4%B8%AD%E5%9B%BD%E5%BF%B5%E9%A0%AD%E3%81%AB%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%AA%E3%83%94%E3%83%B3%E3%81%8C%E8%BF%BD%E5%8A%A0%E5%80%99%E8%A3%9C%E7%99%BA%E8%A1%A8/ar-AA19qVmY?ocid=msedgntp&cvid=ee26b40197424df480e7c2be1ec476b6&ei=14&fullscreen=true#image=1


フィリピンでも過去最大規模の軍事演習
バリカタン23-日本はオブザーバー参加

●「フィリピンにある4カ所の基地に米軍が駐留するという
のは、インド太平洋戦略の一環として、南シナ海付近での米
軍のプレゼンスを拡大させることになるでしょう。

●米国の戦略的意図の一つは、バラバク島に前進基地を建
設することです。 バラバク島は、中国が開発を進めている南
沙諸島に面しています。したがって、この島を前進基地とし
て利用する米国の意図は明白です。これは、中国をはじめと
する南シナ海流域の国家に対する米国の情報活動や軍事的
圧力を強化するためにも重要です。

●米海軍と空軍を複合的に展開するための多目的基地をバ
ラバク島に設ければ、将来、この地域全体における軍事作戦
において米軍に後方支援と物資を提供できます。

中国南海研究所の専門家チェン・シャンミャオ氏 日刊ま
にら新聞より

ロケット弾を発射する、
米陸軍の高機動ロケット砲システム
「ハイマース」



「力による現状変更」をやろうとしているのは誰か
フィリピンに12,000名の兵力を展開したアメリカ

• フィリピンと米国は2023年4月10日、南シナ海に面した海域でロケット弾を発射して退役した海軍艦
艇を沈めるなど、過去最大規模の合同軍事訓練を開始した。

• フィリピン軍（AFP）と米国軍から17,600人以上が参加し、3週間にわたり開催される「バリカタン
2023」で、海上警備、水陸両用作戦、実戦訓練、都市・航空作戦、サイバー防衛、対テロ、人道支援・災
害救援準備などの相互運用性と能力を高める訓練を行っている。

• フィリピン軍参謀長のアンドレス・センティノ（Andres Centino） 大将は、今回の訓練は同盟国間の
関係を強化し、「インド太平洋地域の平和と安定に断固たる形で貢献する」と述べた。

• INDO PACIFIC DEFENCE FORUMより

• 2018年のカマンタグ演習には水陸機動団を参加させた陸上自衛隊。

• 米軍のドック型揚陸艦に水陸両用装甲車(AAV7)を搭載して上陸

• 訓練を行った(写真)。交通事故で隊員2名が重症、1名(38歳)が死亡。

• だが、今回はオブザーバー参加にとどまったようだ。米軍が設定した

• あまりに過激な訓練内容に腰が引けた、という印象を受ける。



安保法制施行(2016年)後の日米・多国間共同訓練の特徴
「島嶼」での戦争・軍事衝突を見据えた訓練の拡大

• 共同訓練の地理的拡大－日米安保の「極東」の範囲を逸脱

アデン湾、インド、南シナ海、フィリピン、インドネシア、中部太平洋、オーストラリア等

• 陸自 日米共同対艦戦闘訓練 (環太平洋合同軍事演習2018年～、レゾリュート・ドラゴン2021年～)

• 地対艦ミサイル、高機動ロケット砲システムハイマース ↑厚木基地が中継基地に

• 陸自 日米共同パラシュート降下訓練(日本国内・インドネシア)－離島への戦力投入

• 陸自・海自 大型揚陸艦を使用し、水陸両用装甲車(AAV7)、高速上陸用舟艇(LCAC)、大型
ヘリで上陸訓練  日本国内(徳之島2022年・種子島21年)、フィリピン-18年陸自隊員１名死亡

• 海自 海賊対処派遣の継続 空母クイーンエリザベスと訓練(21年7月)、仏原子力空母ドゴールと訓練(23年1月)

• 海自 日米哨戒機の訓練(厚木と鹿屋にいるP-1哨戒機、米空軍P-8哨戒機厚木にも飛来)

• 海自 南シナ海で日米共同の対潜訓練 2021年 海自潜水艦の南シナ海での活動実態は不明

• 空自 フィリピンに戦闘機2機を戦後初めて派遣22年12月



4月25日 尹錫悦－バイデン米韓首脳会談
「核協議」新設、戦略原潜-韓国派遣

戦略原潜オハイオ級 全長171mの巨大艦。米海軍は14隻保有
核兵器搭載可能な射程12000キロの弾道ミサイルを20基搭載
●広島投下原爆 15キロトン ●トライデント 100キロトン
戦略原潜をトマホーク巡航ミサイル搭載型(154発)に改造した
ものが4隻あり、横須賀にも何度か寄港した。



自衛隊は日本海で何をやっているのか
こんな訓練を年に何回も繰り返している

訓練では、強固な日米同盟の下、あら
ゆる事態に対処する日米の強い意思
と自衛隊と米軍の即応態勢を確認す
るとともに、共同作戦能力の更なる
強化を図りました。
１ 期 日 令和５年４月１４日（金）
２ 訓練場所 日本海上の空域
３ 参加部隊 （１）航空自衛隊 Ｆ－１５
戦闘機×４機（第６航空団）
（２）米 軍 Ｂ－５２爆撃機×２機、Ｆ－

３５戦闘機×４機、ＫＣ－１３５空中給
油機×２機
４ 訓練項目 各種戦術訓練



トマホーク巡航ミサイル 安保3文書－「国家防衛戦略」には

• 我が国の反撃能力については、情報収集を含め、日米共同でその能力
をより効果的に発揮する協力態勢を構築する。  

• 海自のイージス艦8隻すべてに

トマホークV(射程1600キロ)を搭載。

23年度予算 取得費 2,113億円400発

    関連機材の取得費  1,104億円

イージス艦改修費用を24年度から

順次計上する。(2月13日防衛省交渉)

写真右 米海軍のイージス駆逐艦から

  発射されるトマホーク(US.NAVY)



12式地対艦ミサイル-熊本・健軍駐屯地と、
奄美大島と宮古島に配備、石垣島にも配備(3月18日)
現在の射程は約200km→能力向上型は1000km以上 上海と東海艦隊の舟山基地が

 23年度防衛予算 地上発射型の量産費 939億円、地発・艦発・空発型開発費 338億円

12式地対艦誘導弾能力向上型の
地発型は、2021年度から継続して
いる開発事業のこれまでの成果、既
存の対艦ミサイル技術やノウハウの
蓄積等により、量産の目途がたった
ことから、開発事業と並行して
2023年度から量産に着手するこ
ととしています。

導入予定数及び単価については、
これを明らかにすれば、自衛隊の能
力が推察されるおそれがあること
から、その詳細を明らかにすること
は差し控えます。
(2023年2月13日防衛省回答)



「八重山毎日新聞」3月19日

3月05日 車両搬入。 抗議行動と全国集会
3月16日 編成完結式 井戸川一友第15旅団
長と井上雄一郎駐屯地司令が中山市長を訪問
3月18日 大型揚陸艦「おおすみ」石垣港入港、
ミサイル陸揚げ、駐屯地へ搬入。
コンテナ18個。

3月22日 石垣駐屯地開設説明会
主催 石垣市、沖縄防衛局、石垣駐屯地

4月02日 石垣駐屯地開設記念式典
浜田防衛相出席

4月06日 宮古島市の伊良部島付近で、陸自
第8師団長、宮古島駐屯地司令らを乗せた
UH60JAヘリが墜落。
4月08日 宮古島市の下地島空港に在韓米軍
のF16戦闘攻撃機2機が緊急着陸。
嘉手納飛行場にF15E戦闘爆撃機が6機飛来



2019年3月 2023年9月 沖縄・陸自勝連分屯地
にも地対艦ミサイル配備予定

2023年3月

2023年1月 馬毛島工事開始

2016年3月 2019年3月
ミサイル搬入は21年11月



石垣駐屯地の遠景 47ha



石垣駐屯地の火薬庫 3棟完成
駐屯地の外側の道路から3月16日撮影

2023年、24年も工事
は続く。

↓住民説明会資料より



4月3日「沖縄タイムス」 隊員570人、家族260人



石垣島駐屯地で
若い隊員に小銃を携帯させるのは、隊員に緊張感をもたせ、いざという時に躊躇なく

 発砲できる覚悟をもたせるためかもしれない。

小銃は携帯しているが、弾
倉は装着していなかった。



石垣駐屯地で至近距離で向かい合った
右は2等陸士(任期制自衛官)あまりに若い、後方左は1等陸尉(幹部自衛官)

NHKの１月29日の夜11時からNHK-
BS1の「誰が島を守るのか」

沖縄の陸自第15旅団に入隊する二人
の若者に密着した番組。
2人の入隊同機は、不発弾処理や急患
輸送に従事する自衛官を見て、人の役
に立ちたいと思った、でした。
入隊一日目の夕方、上官3等陸尉から
「お前たちは、場合によっては相手を
殺すことがあるかもしれないが、その
覚悟があるか」(あまり正確ではない)
と問うている。
自衛官に命がけの戦闘を強いるのは、
簡単なことではない。「教育勅語」や
「軍人勅諭」で教育されてはいない。
でも、そのための準備が始まっている
のかも知れない。



駐屯地開設から1年経った
ら-2024年3月11日
イージス駆逐艦

(DDG115)が石垣港に
横須賀母港の艦艇

• トマホーク巡航ミサ
イルなど、96発以上
のミサイルを搭載



動く
ミサイル基地

• イージス艦は射程
1600kmの巡航ミサイ
ルトマホークなど、

• 96発以上のミサイル
を搭載



抗議する石垣島の人々



10日には客船アズマラジャーニーが停泊



石垣島に上陸し観光バスで市内に向かう
イージス艦ラファエルペラルタの乗組員



ラファエルペラルタ乗組員の上陸に抗議



石垣島以外の、自衛隊増強の動き

•川島貴樹防衛省整備計画局長は、 3月9日衆議院安全保障委員会

•「南西地域の防衛体制の強化は喫緊の課題でございます。したがいまして、事態が発生したとき
におきまして、平素から南西地域に配備されている部隊及び南西地域に展開した部隊の活動を迅速
かつ継続的に支援するため、沖縄訓練場の敷地の中に補給処支処を新編することを計画をしてござ
います。また、平成15年から共同使用を行っております嘉手納弾薬庫地区におきまして、既存の火
薬庫を追加的に自衛隊が共同使用することを本年1月の日米２プラス２の共同発表において公表さ
れました。今後のことにつきましては日米間で詳細に調整がなされていくというふうに承知してお
りますけれども、防衛省としては、引き続き、お伝えできる情報につきましては御地元の自治体等
に適切に説明させていただきながら、本件を進めてまいりたいというふうに考えてございます」

•勝連分屯地に12式地対艦ミサイルを配備

•沖縄の第15旅団を師団に増強(2,500人→4,000人規模か)

•嘉手納弾薬庫火薬庫3棟整備し、日米共同使用に

•与那国島、石垣島、宮古島へのPAC-3配備

•与那国島への03式地対空ミサイル配備－23年5月15日住民説明会



いつまで、こんなことを繰り返すのか
日米の艦隊行動が拡大すれば中国軍も対抗措置をとる

• 令和５年５月１１日 統合幕僚監部 （お知らせ） 

• 中国海軍艦艇の動向について 

• 令和５年５月１１日（木）午前０時頃、海上自衛隊は、伊豆諸島の須美寿島（東
京都）の東約９０ｋｍの海域において、同海域を南西進する中国海軍ルーヤン
Ⅲ級ミサイル駆逐艦１隻（「艦番号「１１９」）、フチ級補給艦１隻（艦番号「８８９」）、
レンハイ級ミサイル駆逐艦１隻（艦番号「１０２」）及びジャンカイⅡ級フリゲート
１隻（艦番号「５４２」）の計４隻を確認した。 その後、これらの艦艇が、須美寿
島と鳥島（東京都）との間の海域を西進したこと を確認した。 なお、これらの
艦艇は、４月３０日（日）に対馬海峡を北東進した後、５月６日（土） に宗谷海峡
を北東進したものと同一である。 防衛省・自衛隊は、海上自衛隊第７護衛隊
所属「すずなみ」（大湊）により、警戒監視・情報収集を行った。



米軍が動けば中国軍も動く
軍事力による抑止よりも外交で解決を


	スライド 1: 自衛隊-靖国参拝と琉球弧(南西諸島) へのミサイル配備
	スライド 2: 靖国神社宮司に元海将の大塚海夫氏就任
	スライド 3: 防大生の靖国神社参拝も行われている
	スライド 4: 1988年最高裁判決 　　　木原防衛大臣の「事務次官通達見直し」発言
	スライド 5: 防衛省内慰霊碑地区　2017年3月見学
	スライド 6: 慰霊碑地区
	スライド 7
	スライド 8: 転換点となった2021年 　英空母クイーンエリザベスの横須賀入港　21年9月4日
	スライド 9
	スライド 10: 高機動ロケット砲システム・ハイマースを 　沖縄から八戸へ空輸
	スライド 11: 日米共同対艦戦闘訓練を初めて実施-三沢沖 　対艦ミサイルで沖合の艦艇を、ハイマースで上陸してきた相手国の部隊を攻撃
	スライド 12: 海自の大型揚陸艦が宮古島にミサイルを搬入した。　　　　　　2021年11月14日
	スライド 13: ミサイルの搬入に抗議する宮古島の人々
	スライド 14: 22年7月　環太平洋合同軍事演習 ■自衛隊の訓練の特徴その2－日米共同対艦攻撃 　　　横須賀から「いずも」出港、横浜NDから地対艦ミサイル部隊をハワイへ輸送
	スライド 15: 22年11月　自衛隊統合演習 　　ヘリ空母「いずも」から水陸機動団を揚陸させる
	スライド 16: 強襲揚陸艦トリポリに着艦するオスプレイ
	スライド 17: 鹿児島県の馬毛島－島全体を自衛隊基地に 　　　空母艦載機のFCLPを25年から実施
	スライド 18: 「台湾有事」が勃発する可能性は極めて低い 　　2024年1月の台湾総統選の結果と、その後の対外政策に
	スライド 19: 4月21日　フランス領ポリネシア駐屯軍 フリゲート艦プレリアル横須賀入港-4月8‐9日台湾海峡通過
	スライド 20: フランス領ポリネシアとソロモン諸島 　駐屯軍と海自の共同訓練増加
	スライド 21: 核兵器搭載能力を持つラファール戦闘機 　　原子力空母シャルル・ド・ゴールとヘリ空母「いずも」
	スライド 22: 横須賀に配備されている原子力空母は、毎年1月～4月に原子炉の周りを含むメンテナンス作業を行い、放射性廃棄物の入ったコンテナを搬出している。
	スライド 23:             米・インドネシア合同演習 　ガルーダシールドに 　　陸上自衛隊・第1空挺団 　　が初参加  空挺降下の場所は、アジア太平洋戦争で旧日本陸軍が行った パレンバン降下作戦の場所に近い(1942年2月14日)  マラッカ海峡、スンダ海峡、ロンボック海峡、など海上交通の要衝に近い 
	スライド 24: 米インド太平洋軍司令官も 　　ガルーダ・シールド演習を視察
	スライド 25: ガルーダシールド2022に日本が初参加 　　2023年も実施と陸上幕僚監部は発表
	スライド 26: 陸自は陸上総隊の幕僚長も参加していた 　パラシュート降下部隊(第1空挺団)だけではなく、陸自全体の動きに
	スライド 27: 米軍、フィリピンに新たに4拠点を確保
	スライド 28: フィリピンでも過去最大規模の軍事演習 　　バリカタン23-日本はオブザーバー参加
	スライド 29: 「力による現状変更」をやろうとしているのは誰か 　　フィリピンに12,000名の兵力を展開したアメリカ
	スライド 30: 安保法制施行(2016年)後の日米・多国間共同訓練の特徴 　　「島嶼」での戦争・軍事衝突を見据えた訓練の拡大
	スライド 31: 4月25日　尹錫悦－バイデン米韓首脳会談 　　「核協議」新設、戦略原潜-韓国派遣
	スライド 32: 自衛隊は日本海で何をやっているのか 　こんな訓練を年に何回も繰り返している
	スライド 33: トマホーク巡航ミサイル　　安保3文書－「国家防衛戦略」には 　　
	スライド 34: 12式地対艦ミサイル-熊本・健軍駐屯地と、 　　奄美大島と宮古島に配備、石垣島にも配備(3月18日)　 　現在の射程は約200km→能力向上型は1000km以上　上海と東海艦隊の舟山基地が 　 23年度防衛予算　地上発射型の量産費　939億円、地発・艦発・空発型開発費　338億円 　　　
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38: 石垣駐屯地の火薬庫　3棟完成 　　　　　駐屯地の外側の道路から3月16日撮影
	スライド 39
	スライド 40: 石垣島駐屯地で 　若い隊員に小銃を携帯させるのは、隊員に緊張感をもたせ、いざという時に躊躇なく 　　　 発砲できる覚悟をもたせるためかもしれない。
	スライド 41: 石垣駐屯地で至近距離で向かい合った 　右は2等陸士(任期制自衛官)あまりに若い、後方左は1等陸尉(幹部自衛官)
	スライド 42: 駐屯地開設から1年経ったら-2024年3月11日　 　イージス駆逐艦(DDG115)が石垣港に 横須賀母港の艦艇
	スライド 43: 動く ミサイル基地
	スライド 44: 抗議する石垣島の人々
	スライド 45: 10日には客船アズマラジャーニーが停泊
	スライド 46: 石垣島に上陸し観光バスで市内に向かう イージス艦ラファエルペラルタの乗組員
	スライド 47: ラファエルペラルタ乗組員の上陸に抗議
	スライド 48: 石垣島以外の、自衛隊増強の動き
	スライド 49: いつまで、こんなことを繰り返すのか 　日米の艦隊行動が拡大すれば中国軍も対抗措置をとる
	スライド 50: 米軍が動けば中国軍も動く 　軍事力による抑止よりも外交で解決を

